


 

 

 

 
は じ め に 

 

 平成２６年度、当法人は、公益財団法人日本社会福祉弘済会の助成を受け、

東日本大震災被災地の医療・福祉関係者を講師として「介護事業所における大

規模災害に備えた講演会実施事業」（以下「平成２６年度事業」）を企画・実施

いたしました。 

平成２６年度事業では、岩手、宮城、福島より６名の方を講師に招き、それ

ぞれの地域・立場における東日本大震災直後の様子や、災害時に工夫されたこ

と、その後の復興に向けた課題などについてお話しいただきました。事業開催

地である弘前市を中心とした地域の医療・福祉関係者をはじめ、多くの方にご

参加いただきました。 

その時のアンケート回答で、災害対策の研修を次年度も希望する意見、とり

わけ「より具体的・実践的なテーマを絞り込んだ研修」を希望する意見が複数

寄せられました。 

それらの要望を受け、平成２６年度に引き続き研修を実施することにより、

地域防災・減災対策の強化につながるとの判断から、「実践的な防災・減災対策

のための研修実施事業」を企画し、再度公益財団法人日本社会福祉弘済会に事

業申請したところ、前年度に続いて助成を受けることとなり、平成２７年９月

２６日に実施いたしました。 

本報告書は、この事業の準備段階及び当日の実施内容の概要、参加者の感想

等をまとめております。 

研修にご参加いただいた方々には研修を振り返る材料として、また研修にご

参加いただいていない方におかれましては、今後の地域防災・減災対策の一参

考資料としてご活用いただければ幸いです。 
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１ 事業の概要 

 

１）事業の概要 

実践的な防災・減災対策のための研修実施事業は、平成２６年度事業（介

護事業所における大規模災害に備えた講演会実施事業）に参加していただい

た方のアンケートから、要望が多かった内容を取り上げ開催いたしました。

災害時、ライフライン・物資が乏しい状況下で身近な物を使ってどのように

対応するか、緊急時にアクションカードを使った訓練方法についてなど、実

演も交えた具体的な内容で、前年度に引き続き第二弾となることから、対外

的に周知する際の研修名としましては、災害対策セミナー【実践編】『災害

現場経験者から、あなたへ。～災害時、本当に役立つ備えとは？～』としま

した（以下、本事業を「セミナー」で統一）。 

 今回は、いざ災害に直面した時に応用できることや、減災のためにどんな

訓練が効果的か考えることを目的としました。 

 事業の概要は以下の通りです。 

名  称 災害対策セミナー【実践編】『災害現場経験者から、あなたへ。

～災害時、本当に役立つ備えとは？～』 

実 施 日 平成２７年９月２６日(土) 

実施時間 午前の部 １０時００分～１２時１０分 

午後の部 １時３０分～３時４０分 

開催場所 弘前市総合学習センター ２階大会議室 

     （青森県弘前市末広４丁目１０番地１） 

参加対象 青森県弘前市及び近隣市町村の福祉施設・病院・社協・学校・

幼稚園・保育園・こども園・自治体・自主防災組織に所属する

職員、防災・減災に関心のある地域住民、学生 

参加費用 無料 

定  員 各回８０名 

 

２）講師及び講演内容 

午前の部 １０時００分～１２時１０分 実施分 

講  師 演  題 

医療法人勝久会 高田施設 
看護部長 入澤 美紀子 氏 

東日本大震災前・後に実施している 
防災対策 
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午後の部 １時３０分～３時４０分 実施分 

講  師 演  題 

国際緊急援助隊 救助チーム医療班 
医師 中島 康 氏 

アクションカードによる減災対策 

 

 

２ 事業報告 

 

１）事前準備 

ア 講師手配 

本事業の実施にあたり、医療法人勝久会高田施設看護部長の入澤美紀子氏

と、東京医科歯科大学附属病院の救命医で、国際緊急援助隊救助チーム医療

班である中島康氏の２名に講師をお願いしました。 

入澤美紀子氏は、前年度に実施した研修に引き続き、２度目の講師依頼と

なりました。そもそも、今回の研修事業は、前年度の研修における入澤氏の

研修内容について、より具体的で実践的な内容に触れたいとのアンケート結

果を受けて企画されたものであり、入澤氏の続投なくしては成立しないもの

でした。そこで事業申請段階から、前年度に引き続いての続投について打診

したところ、快諾いただきました。 

また、前年度の入澤氏の研修において紹介されたアクションカードに対す

る興味・関心の高さも、アンケート結果からうかがえました。そこで、アク

ションカードに関する研修実績のある方を調べたところ、東京医科歯科大学

附属病院の救命医、中島康氏がアクションカードの普及・指導等に携わって

おられ、アクションカードについての書籍も著していることを知り、無理を

承知でお願いしたところ、こちらも快くお引き受けいただきました。 

 

イ 事業の周知 

本事業は、対象者を地域の福祉・医療関係従事者中心としつつ、防災・減

災に関心のある方ならばどなたでも参加可能とし、複数の手段で事業周知を

図りました。 

 

①チラシ、ポスターの作成 

まず、セミナーの概要をまとめたチラシ、ポスターを作成しました。 
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      チラシ表面。サイズはＡ４版、裏面に会場略図や申込用紙を印刷。 
      ポスターはＡ１、Ａ２サイズで、表面下部に地図を配置したレイアウトで 

印刷した。 
 
作成部数：Ａ４版チラシ  ５００枚 

      Ａ２版ポスター  ５０枚 Ａ１版ポスター １０枚  
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  ②郵送による案内 

前年度の参加者で弘前豊徳会主催のセミナー案内を希望すると回答し

た方へ、チラシを郵送しました。 
 

③対象地域の福祉・医療機関等を訪問しての事業案内 

弘前市をはじめとする８市町村において８３カ所を訪問し、案内用のチ

ラシを持参して事業について説明し、参加を呼びかけました。 

 

市町村別訪問件数 

③ 市町村 
小計 

訪 問 先 種 別 弘前市 平川市 五所川原市 黒石市 大鰐町 藤崎町 

各種介護事業所 ２６ ５ ０ ３ ０ １ ３５ 

公 共 施 設 １０ ０ ０ ０ １ ０ １１ 

大学・専門学校 ７ ０ ０ ０ ０ ０ ７ 

病 院 １８ １ ２ ３ ０ ０ ２４ 

店 舗 ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３ 

小 計 ６４ ６ ２ ６ １ １ ８０ 

 

③ 市町村 
小計 合計 

訪 問 先 種 別 板柳町 田舎館村 

各種介護事業所 １ １ ２ ３７ 

公 共 施 設 ０ ０ ０ １１ 

大学・専門学校 ０ ０ ０ ７ 

病 院 １ ０ １ ２５ 

店 舗 ０ ０ ０ ３ 

小 計 ２ １ ３ ８３ 
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④対象地域の学校・福祉・医療機関等への事業案内ファクス送信 

 １３市町村で計１４２カ所へファクスを送信しました。 

 

市町村別ファクス送信件数 

④ 市町村 
小計 

送  信  先 弘前市 青森市 平川市 五所川原市 黒石市 つがる市 鯵ヶ沢町 

幼稚園・保育

園・こども園 ４３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４３ 

小学校・中学校 ３８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３８ 

大学・専門学

校・高等看護科 ６ ５ ０ １ １ ０ ０ １３ 

各種介護事業所 ６ ３ １ ７ ０ ４ ２ ２３ 

病 院 １ ３ ０ ４ ０ ２ １ １１ 

小 計 ９４ １１ １ １２ １ ６ ３ １２８ 

 

④ 市町村 
小計 合計 

送  信  先 深浦町 藤崎町 鶴田町 大鰐町 中泊町 西目屋村 

幼 稚 園 ・ 保 育

園 ・ こ ど も 園 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４３ 

小学校・中学校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３８ 

大 学 ・ 専 門 学

校・高等看護科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １３ 

各種介護事業所 ３ ３ ２ ２ １ １ １２ ３５ 

病 院 ０ １ ０ １ ０ ０ ２ １３ 

小 計 ３ ４ ２ ３ １ １ １４ １４２ 

 

⑤対象地域の公共施設等でのポスター掲示、チラシ設置 

チラシを配布した対象地域の公共施設、大学、病院等計５０カ所にポス

ターの掲示を併せて依頼しました。 
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また、当法人が運営する事業所のうち１０カ所にて同様にポスターの掲

示、チラシ設置を行いました。 

 

⑥当法人ホームページ、ブログ、ツイッター上での事業案内用ページ公開 

当法人のホームページ、ブログ上にて、事業の概要を掲載しました。ま

た申込用の入力フォームも作成し、申し込みの簡素化を図りました。ツイ

ッター上では概要をリンクしました。 

 

⑦弘前市防災安全課への依頼 

弘前市防災安全課では、規程の研修に参加した市民に防災マイスターの

称号を与えるなど、防災に関する高い意識と知識を持ち地域防災の推進者

となる市民の養成を行っています。弘前市内の防災マイスター及びマイス

ター取得を目指す市民約１００名へのチラシ郵送を依頼した所、快く引き

受けてくださり、送付していただきました。また、防災安全課を通して市

の広報「ｈｉｒｏｓａｋｉ」のイベント情報にセミナーの日程を掲載して

いただきました。 

 

⑧地方紙「東奥日報」「陸奥新報」への告知記事掲載依頼 

地方紙２社へ告知記事掲載を依頼した結果、東奥日報８月２９日付朝刊

にて掲載されました。 

   

  ウ 会場準備 

会場は、弘前市の公共施設「弘前市総合学習センター」の２階大会議室を

借用しました。 

今回は講師の方よりあまり大人数での講義は望ましくないと要望があっ

たため、当初から中規模の会場を想定しておりました。当該施設以外に候補

はいくつかありましたが、会場に使用した当該建物は、公共交通機関の便が

良い街中にあり１１０台駐車可能な無料駐車場もあったことから、セミナー

会場としては申し分のないものであったと考えられます。ただ、総合学習セ

ンター内には市役所分署や東部公民館、大ホールなども併設されており、こ

れらの利用者も駐車場を利用するため、満車となった場合には近隣施設への

無断駐車が思慮されましたので、チラシ（申込用紙）やホームページに予め
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注意書きを記載し、申込みされた方には申し込み時点で公共交通機関を利用

していただくことや乗り合いでの来場を促す等備えました。当日は、当該施

設職員用駐車場スペースを貸していただくなど当該施設からの配慮もあり、

混雑なくスムーズに誘導できました。 

 

 

２）午前の部（１０時００分～１２時１０分）セミナー概要 

岩手県陸前高田市から医療法人勝久会高田施設で看護部長をされている

入澤美紀子さんに講師を務めていただきました。 

 

本セミナーは、事前申込を受け付けつつも、当日参加も可能としていまし

た。午前の部の事前申込者は５２名で、当日参加は５名あり、全体で５７名

の参加者数となりました。 

講演内容概略は以下の通りです。 

 

医療法人勝久会 高田施設 

看護部長 入澤美紀子氏 

「東日本大震災前・後に実施している防災対策」 

スライドによる講義と、身近にある物を使った簡

易担架・簡易トイレの作成実習を行い、避難生活の

ことや、施設で実施している震災前後の防災対策に

ついてお話しいただきました。 

入澤氏は震災当時、陸前高田市の介護老人保健施

設松原苑にて看護部長を務められており、その日は

地域の居宅へ出かけている所に、天地がひっくり返

るほどの衝撃を受けたと言います。すぐに松原苑へ

引き返し入所者様の避難を始めたそうです。 

松原苑は高台にあったので津波は免れましたが建物の損傷が激しく、倒

壊の恐れもあったことから、以下のことを行いました。 

・２００名近い入所者様を１時間３０分かけて全員外へ避難。うち、寝

たきりの方約８０名は簡易担架を作り運んだ。 

・ベッドが破損し不足していたので、１台のベッドに２人を互い違いに

なるように寝せた。後日職員がホームセンターで材料を調達しベッド
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を直した。 

・入所者様の手にマジックで名前を書いた。 

・食料備蓄は入所者様の分が２日分のみ。職員や避難してきた近隣住民

は、流れ着いた自販機から飲み物を取り出し、近隣スーパーから食料

をもらうなどしてしのいだ。 

・トイレは、直前にポータブルトイレの使い方の練習を行っていたので

すぐに設置できた。また、近隣住民の協力のもと外に穴を掘って青空

トイレを作成。 

・地域柄、結婚式の引き出物に厚手の毛布を贈る習慣があり、職員や近

隣住民の各家庭に眠っていた毛布を寄付してもらい備蓄していた。防

寒のほかに簡易担架にも使用。 

・不安そうにしている入所者様に「大丈夫だよ」と声掛け。職員も被災

者なので家族の安否もわからず不安であったが、自分に言い聞かせる

ように話しかけた。 

 

その後 

震災からひと月位して家族の状況がわかってくると、職員にも変化が現

れ仕事にならない人も出てきました。そこで、松原苑の事務長が中心とな

って「家なき子の会」を作り、一人ひとりが被災状況を語ることで、辛い

のは自分だけでないという思いを確認し、職員の心のケアを行っていきま

した。 

震災の直前まで行っていた訓練のおかげで様々な対処はできたものの、

いろんな反省点がでてきたため、毎月の災害対策委員会でミニ訓練を繰り

返し行うことになりました。内容は、発電機の使用訓練や防火扉の開閉、

備蓄倉庫の中身の確認、ロープの結び方についてなど、特定の誰かだけで

はなく皆がそれを非常時に使えるようになろうというものです。他にも、

職員が応援に来られない事態になった時に備え、入所者様を一人で運ぶ方

法を考えそのための道具を手作りしたそうです。 

また、地域防災リーダー研修に毎回職員を派遣するなど、「学んでおく

ことが大事だね」と声をかけあい学ぶ機会も増やしました。 

同時にアクションカードの作成を始めました。 

「あの時は事故もけが人もなく避難できたけれど、あの時の自分は、あ
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の動きで良かったでしょうか」という職員の声があがったため、もっと確

信をもってあの動きで良かったんだ、と言えるものを作ることにしたそう

です。カードの内容は、災害時の自分の役割や行動が記載してあり、各自

が何度も読み確認することでパニックにならないよう、意識づけをしてい

ます。 

 震災以降、入澤氏含む松原苑の職員の間で、自分の身は自分で守るとい

う意識が強くなったそうです。特に、食料・ヘッドライト・季節のもの（ホ

ッカイロなど）は、各自で準備するものとして挙げています（要自己完結）。

率先して身を守るための対策を立てることが減災につながります。 

 

演習 

スライドによる講義の後、会場内にスペースを作り、身近な物を使った

作成実習を行いました。また、震災直後の避難生活について話していただ

きました。 

簡易担架 

約２ｍの棒と毛布を使って担架が作れます。松原苑では、周辺に自生し

ていた竹と寄付された毛布を備蓄してありましたので、それで担架を作成

して入所者様を運んだそうです。 

 

本実習では、２ｍの物干し竿と毛布を準備し、男女各１人ずつ乗って使

用感を確かめました。 
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実際に乗ってみると幅が狭く不安感がありますので、「大丈夫ですよ」

「絶対落としません」などと声をかけて安心させます。震災時は２人で１

人の入所者様を移動させましたが、本来は写真のように、横に３人目がつ

いてこうした声掛けを行います。階段では担架から下ろし抱きかかえて移

動します。重い男性の方でも意外に大丈夫だそうです。 

スタッフジャンバー 

震災前、背中に「松原苑」と記した黄のジャンバーを作ったそうです。

震災直後にこのジャンバーを着て近隣を回った所、続々と人が寄って来て

話しかけられたことから、目印として役立ったということでした。 

トイレ 

 被災地ではトイレの問題は非常に深刻で、においだけでなく感染症の問

題もありました。 

災害時トイレ用のビニール袋は市販されています。その袋は角に水がた

まらないように丸い形にラミネート加工してあり、中には吸水パッドや消

臭剤が入っていて、ゴミ袋の口をしばることでにおいや感染症を予防する

ものです。 

しかし、今手元にある物でしのぐしかない場合には、ゴミ袋やスーパー

のビニール袋などでも十分な機能のトイレが作れます。 

図のように袋の角は結んで丸い形にしておき、中に新聞紙や

おむつ、吸水パッドを入れ用を足します。松原苑ではポータブ

ルトイレに設置し、用を足した後は消臭剤をまいたそうです。
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臭いは、ポータブルトイレのふたをするだけでは漏れるので、もう一枚ビ

ニール袋を重ね、排泄後にしっかり口をしばってポリバケツに入れ、密閉

することで問題を改善しました。 

避難所では隠してないで情報共有する、ということが感染対策になりま

した。 

新聞紙 

あれば何かと用途があり便利です。トイレ消臭のエチケットとしてのほ

か、服の間に入れて防寒にも使用できます。 

アクションカード 

カードの内容は役割（役職）に応じた行動が書かれています。 

松原苑独自の工夫を紹介していただきました。カードはラミネート加工

が施され、紐をつけ斜めがけして持ち歩きができるようになっています。

ラミネートによりマジックでメモ書きが可能で、メモが不要になったらテ

ィッシュでふき取ります。 

また、有事に「カードをそこに取りに行く」ことをしなくても良いよう

に、机上の目につく所に置いたり毎日使う物と一緒にしたり、各自自分に

合う使い方を模索しているそうです。入澤氏個人の工夫としては、アクシ

ョンカードにリングを付けて筆記用具入れをひっかけ、すぐにメモが取れ

るようにしているということでした。 

 

最後に入澤氏よりメッセージをいただきました。 

「装備などを立派にする必要はありません。むしろ最初からお金を使っ

た備蓄等は考えない方が良いでしょう。日頃の近隣との関係は何よりも大

きな力になります。『何かあったらここに来ていいですか』と聞きに来る

と同時に、『万が一のことがあったら協力しますよ』と言ってくれる地域

のつながりに助けられます。 

震災後は県外からボランティアの方々が来て、利用者様が早く帰ってこ

られるようにと、施設の掃除を手伝ってくださいました。このボランティ

アの方々の口コミが広がって、病院からの退院後にＡＤＬが落ちた方の受

け皿として当施設を紹介してくださったので、利用者が増えました。この

事も人とのつながりのありがたさを感じています。 

私自身は、今の職場や以前勤めていた病院の職員、震災後知り合って助
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け合うようになった方に声をかけて、集まってきてくれた仲間と訪問診療

を行うなど活動し、ずっとここで仕事をしたいと思える関わりづくりをし

ています。 

陸前高田市は８割が壊滅しました。新しい街づくりは始まっていますが、

まだ荒野原が広がっており再建までは遠い状態です。しかしこれからも復

興に向けて頑張っていきます。特に人口は流出する一方で、入ってくる人

はいない状態ですから、楽しくて良い情報を発信できるようにしたいと思

っています。」 

 災害は減らせるという想いと、手づくりの災害対応、災害時どう動くか

を日常の中に組み込む工夫をたくさん伺うことができました。 

 

 

３）午後の部（１時３０分～３時４０分）セミナー概要 

午後の部は、東京から国際緊急援助隊救助チーム医療班医師である中島康

氏に講師を務めていただきました。日本はもとより世界の災害現場で活躍し

た医師の経験から編み出された、効果的な防災訓練方法や減災対策をテーマ

としました。 

事前申込者４９名に当日参加８名を加えた５７名にご参加いただきまし

た。 

講演内容概略は以下の通りです。 

 

国際緊急援助隊 救助チーム医療班 

医師  中島 康氏 

「アクションカードによる減災対策」 

中島氏は医師として数多くの救命救急の現場に

携わった経験から、災害は減らすことができるとし

ています。減災の具体的な手段についてはスライド

による講義で、アクションカードを使った訓練方法

については演習を交え教えていただきました。 

中島氏は学生の時に阪神淡路大震災を経験し、災

害時に仕事ができるようになりたいと強く思った

そうです。卒業後は救命救急医師として世界の災害現場へ赴き、東日本大震

災では宮城県気仙沼市を中心に活動しました。 
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中島氏は、誰かを守りたければ自分の身は自分で守れるようにしなくては

いけない、と言います。そのためには、普段から頭上に物を置く生活をしな

いなど、安全を日常化することからはじまります。安全は一日で終わる話で

はなく、それを何年も継続して行うことに意味があります。 

そこからさらに災害を減らすにはトレーニングが必要ですが、施設におい

ては、フルメンバー対応の訓練や特別な機器を使った訓練など、普段の業務

と違う状態の訓練をしてもうまくいきません。「その日」とはいつものアレ

がない状態です。「いつも」の範囲の中にないことはなかなかできません。 

そして、いざ「その日」が起きた時は目の前のことに皆がそれぞれ対応す

ると思いますが、一人ひとりが良いと思う行動はバラバラです。アクション

カードは、そこにいる皆の行動の方向性をそろえるためにも使います。 

アクションカードとその訓練方法には、減災につなげるための工夫が様々

施されています。アクションカードとは何か、それを使った訓練とはどのよ

うなものか、わかりやすく教えていただきました。 

 

アクションカードとは、災害時にするべきことを上から順に記載したカー

ドで、災害時の立場（第一発見者、応援職員、責任者等）により担当する役

割や行動を１枚の紙にまとめたもの。 
 

例）火災の第一発見者のアクションカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

①他の業務に影響を与える行動から優

先して記載する。上段赤太枠にはすぐに

行うことを命令調で、中段橙枠には最小

限の必要なことを、下段黒枠には一つ息

をついたら始める事が書かれる。 

 

②枠内の行動は前後してもかまわない

が、上段枠の行動が終わらないうちに中

段枠に書かれた行動はしない。 

 

③後回しにしても良い行動は記載しな

い 
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大原則 

・役割、目的を決めておく。 

・行動を順番に並べていく。 

・一つ一つ処理していく。 

 

少人数で準備・対応できる事を書きます。 

災害時に普段と違うことをしてもうまくいきません。普段のチームを災害

時にも機能させるためのカードです。 

 

アクションカードはノンアクションカード 

アクションカードは人にアクションさせるカードです。カードを声に出し

て読む（指示を出す）人と、動く（指示を受ける）人に分かれ、読む人は基

本的には動きません。動かずにかまえていると、応援にやって来た人は声を

かけやすいというメリットもあります。読む人の下に動く人は３人までの体

制が、最も効率的で目が届くチーム編成です。自分一人しかいない時には、

読む人と動く人を同時に一人で行います。 

 

隣の部署と協力するためのカード 

全く違う仕事を行うＡ部署とＢ部署があると、アクションカードはこの２

つが協力するためのカードでもあります。ＡとＢどちらの仕事にも共通する

行動のみが書かれています。それぞれの部署から見たら不完全に見えるかも

しれませんが、こうすることで医師でも事務職員でも動くことができます。

Ａ部署の人がＢ部署の人に指示できるのがアクションカードなのです。 

アクションカードシステムで減災対応と訓練をすることで、訓練する職員

はパニックにならずに済みます。 

 

アクションカードを使った初期消火訓練をしてみよう 

○訓練の前に 

訓練のポイントは失敗するために行うということです。事前の失敗経験が

本番で生きるのです。災害対応に１００％正解はありませんので、何度も行

い間違えたとわかったらすぐにやり直します。自分の施設に合った対応を探

していきましょう。 



- 15 - 

 

アクションカードを作成したら、参加する全員で読み合わせ→リハーサル

→実訓練→反省会→改善と進めていきます。その中で特にポイントとなる点

を教えていただきました。 

「リハーサル」 

一番に時間をかけるべきはこのリハーサルです。 

皆さんの施設の消化栓や排煙シャッター、防火扉のありかをご存知です

か？それぞれ使い方を知っていますか？ここでは参加者全員で、会場の弘前

市総合学習センターの中を歩きまわり、設備の場所を確認してみました。 

消火栓のベルの上に非常用電話の差し込み

ジャックがあります。ジャックのふたは押し

上げて開けますが、ここでは push open と小

さく英語で書かれてありました。冷静な時に

は小さな文字に気づき開けられますが、災害

時には焦って文字に気づかないため開けられ

ず、パニックになることもあります。あらか

じめ施設の設備と使い方は把握しておきまし

ょう。 

「反省会」と「改善」 

同じアクションカードを持って訓練直後に反省会をします。アクションカ

ードがチェックシートであり、評価基準になります。「１と３はできたけど

２はできなかった」など、できたこととできなかったことを具体的にあげて

すべて記録したら、ここで訓練はいったん終わり、改善についての話し合い

は後日行います。 

時間をあけると頭が整理されます。反省会で記録したことについて話し合

い、問題点を明確にして共有します。改善方法を具体的に練っていき、カー

ドに反映させ、次の訓練に活かします。 

 

○訓練してみる 

実際にこの会場内で火災が発生したと仮定して、アクションカードを使っ

た訓練をしてみました。 

１チーム５～６人で「する」「観る」「見る」の３グループを作り、「する」

→「観る」→「見る」の順に３回訓練を行います。１回の訓練は３分です。 
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・「する」人は訓練に参加したことのある人、自分で「する」。 

・「観る」人は訓練したけど忘れた人、自分の役割に注目して「観る」。 

・「見る」人は初めて参加する人、全体の雰囲気を「見る」。 

・残りの人たちは施設利用者役（従ったりもめたりしてみる）。 

・「個々の動きを観る」「全体の動きを見る」をしながら利用者役をする。 

 

ここでは「する」「観る」「見る」の全員が初参加の訓練ですが、１回目の

「する」グループの行動を見て、「観る」「見る」グループは２回目３回目と

訓練を行います。火災発生時のアクションカードとして「スタッフ１（第１

発見者）」「スタッフ２（応援職員）」「責任者」の３枚が配られました。全員

が戸惑いながらも役割を決め、カードに書いてある通りに行動してみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １回目は、職員役・利用者役の全員が戸惑いながら動いている様子がうか

がえます。 

２回目の訓練の前に引き継ぎをします。 

カードを読み合わせながら、「する」グループが行なった訓練の内容につ

いてコツや注意点を「観る」グループ

へ伝えます。 

「観る」グループの訓練後、同様に

「観る」から「見る」グループへ引き

継ぎをし、「見る」グループによる３回

目の訓練を行います。 

「する」グループによる避難誘導の様子 
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３回目の訓練では火災発生場所を変えて行われましたが、１回目２回目の

訓練を見て防災表示盤や消火栓などの場所と使い方を確認できていたため、

火災発生場所の特定や消火活動をスムーズに行うことができました。避難誘

導もゆっくり落ち着いて話すことができ、利用者役の方も安心して移動して

いく様子が見られました。また、訓練時間は１回目の「する」グループが３

分に対し、３回目の「見る」グループは２分に短縮されました。 

 

失敗を意味のあるものにするためにＰＤＣＡサイクルを活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようにして「いつも完璧じゃないアクションカード」を改善していき

ます。 

 

「備えよ常に」をサブテーマとして、演習を交えわかりやすく話していた

だきました。安全を日常化し、訓練を何度も重ねアクションカードを改善し

ていく事で、よりベストな災害対策ができます。災害時にも対応できるよう、

日々の仕事の中に減災対策を組み込み実施していくという地道な努力が、

「その日」の仕事を軽くする方法であると中島氏は述べています。アクショ

ンカードによって楽な気持ちになれるように、という想いがつまったアクシ

ョンカードシステムについて学ぶことができました。 

  

Ｐ（Ｐｌａｎ）計画 

よその施設のアクションカードを参考に、６割

ぐらいの内容で作成。 

Ｄ（Ｄｏ）実行 

同じ訓練を３回続ける。 

初めて参加する職員も３回訓練すれば大丈夫。 

Ｃ（Ｃｈｅｃｋ）評価 

反省点から改善点を見つける。意見を集めてポ

ジティブなものを引き出す。 

アクションカードをみんなのものに。 

 
Ａ（Ａｃｔ）改善 

８割ぐらいに改善してみる。 

訓練ごとに評価と改善をしていく事が大切。 
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３ 成果と課題 

 

１）セミナー参加状況 

 午前の部  参加者数・・・ ５７名 

 午後の部  参加者数・・・ ５７名 

 延べ人数      ・・・１１４名 

   

（内訳） 

   午前・午後両方参加・・・３３名 

   午前のみ参加   ・・・２４名 

   午後のみ参加   ・・・２４名 

   実人数      ・・・８１名 

             

 

計画時点において、午前・午後各８０名、計１６０名の参加を目標として挙

げておりました。 

実際の参加者数は、目標に対して約７割にとどまる結果となりました。 

今回、午前のみ参加される方、午後のみ参加される方がそれぞれ２４名おり

ました。これらの方々が、もう一方の研修に参加されていれば、まさに目標通

りの参加者数になったと考えられます。参加者数の目標未達については、後述

の「（４）今後の課題」にて詳述します。 

 

 

２）アンケート集計 

 ①アンケート回収率 

参加者数 回収件数 回  収  率 

８１名 ５１件 ６３．０％ 

  ※以降の集計は、回収件数５１件中の割合となります。 

 ②男女比率 

男性 ２９名 ５６．９％ 

女性 ２２名 ４３．１％ 
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③年齢構成 

２０代   ６名 １１．８％ 

３０代 １５名 ２９．４％ 

４０代 １２名 ２３．５％ 

５０代   ９名 １７．６％ 

６０代   ７名 １３．７％ 

未記入   ２名 ３．９％ 

    ※小数点第二位で四捨五入しているため比率合計に０.１％の誤差があります。 

 ④職業構成 

職業 人数 比率 

福祉関係 ２１名 ４１．２％ 

内
訳 

相談員 ２名 
 

介護福祉士 １名 
 

介護職員 ７名 
 

施設職員 ４名 
 

事務職員 ２名 
 

保育教諭（防災マイスター） １名 
 

保育教諭 ４名 
 

病院関係 ７名 １３．７％ 

内
訳 

病院事務 １名 
 

看護師 ６名 
 

その他一般 １８名 ３５．３％ 

内
訳 

主婦 １名 
 

会社員 ４名 
 

農業（防災マイスター） １名  

団体職員 ２名  

公務員 ２名  

薬剤師 １名  

医学生 １名  

公安職 １名  

無職 ５名  

無回答 ５名 ９．８％ 

合    計 ５１名 １００．０％ 
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⑤セミナーを知ったきっかけ（複数回答可） 

種別 回答者数 比率 

チラシ １１名 ２１．６％ 

ポスター １１名 ２１．６％ 

新聞記事 ４名 ７．８％ 

インターネット ０名 ０．０％ 

案内文書（郵便・ファクス） １３名 ２５．５％ 

その他 ７名 １３．７％ 

無回答 ５名 ９．８％ 

⑥本セミナー企画全体の評価 

種別 回答者数 比率 

良い ３５名 ６８．６％ 

まあまあ良い ５名 ９．８％ 

普通 ５名 ９．８％ 

あまり良くない ０名 ０．０％ 

良くない ０名 ０．０％ 

無回答 ６名 １１．８％ 

 

 

３）参加者の声 

以下は、前項①～⑥のアンケート項目に続く３つの自由記述項目「入澤美

紀子氏の講演についてご感想・リクエスト」「中島康氏の講演についてご感

想・リクエスト」「その他、ご意見等があればご記入お願いします」に対す

る回答となっています。 

 

地域及び人との「繋がり」というのが、非常に大事なことだと改めて感じ

ました。入澤氏は人との繋がりが非常に多くある方であると思います。その

ことは、誰でもそうですが、色々な「繋がり」があるということは、その人

の財産でもあると思いますので、自分でもそれをやって行きたいと思いまし

た。 

青森県は、東日本大震災での影響は少ない方だと思いますので、この震災

を忘れないためにも、このセミナーを毎年でも開催していただきたいと思い

ます。 

（年代、性別、職業不明） 
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１．反省点を踏まえながら、地域や町、県、様々な場所、人とのつながりを

得て取り組んでいるのが良い。 

２．仮設住宅では、神戸の震災を踏まえ、孤立しないよう配慮できなかった

のか？ 精神的不安や精神障害のお話を聞きたい。 

(５０代 男性 福祉関係者) 

 

とても、とても勉強になりました。これから役立たせていただきます。本

当にありがとうございました。 

（６０代 女性 主婦） 

 

私にもできるボランティアがあると、ずっと思っていました。 

ただ、今のところ、家に認知症の母がいるため、なかなか行動に移すこと

ができません。今後共に頑張ってほしいと思います。大変勉強になりました。

（６０代 男性 無職） 

 

かなり興味深い内容だった。弘前は水害もあるが火山による被害も考えら

れるので、そのセミナーも聞きたい。 

（３０代 男性 団体職員） 

 

実際にご経験された内容でわかりやすかったです。ありがとうございまし

た。 

（６０代 女性 無職） 

 

被災地からの声というのは、弘前にいる人との声とは違って、現実感はあ

りました。なんでも自前調達、自分で修理するのが一番共感できました。福

祉に関わる人は何でもできる方がいいんだな、と、いざという時も何とかし

ようとする意思になるんだな、と思いました。 

昨年のセミナーも案内があれば行ってみたかったです。今回は市役所から

の案内で知りました。 

（３０代 女性 保育教諭） 

 

ポータブルトイレの活用や、毛布と竿を使っての担架等、実際に見て体験

できたのは良かったが、お話の部分が少し長かったと思います。講師の体験

の話も良い話でしたが、医師や介護士の役割、体験も具体的に聞きたかった

です。 

（４０代 女性 介護福祉士） 
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防災用品は世の中にいっぱいあるが、お金をかけずに、自分たちのアイデ

ィアで色々な物を作ることは、なかなかできないことだ。自分達のアイディ

アで物を作るということは、常日頃から災害を意識して考えていないとでき

ない。 

そのように「常日頃から考える」ということを意識付けさせる又は持たせ

るためにはどうしたらいいのか？ 訓練以外に必要なことは？ という部

分を聞いてみたいと思った。 

簡易トレイの使い方は具体的でよかった。全体として大変良かった。 

（６０代 男性 無職） 

 

これを機に施設でもアクションカードを導入したらよいのではないかと

思いました。 

（４０代 男性） 

 

研修内容の説明がとてもわかりやすく、理解することが出来ました。実際

に動くことで、その役割（ポジション）が把握できたことを実感しました。

どうもありがとうございました。 

（５０代 男性 老人福祉施設勤務） 

 

アクションカードを会社で使えるように考えます。 

（４０代 男性 会社員） 

 

午前の部については、ミニ訓練の取り組みが良いと思った。午後の部は、

説明がわかりやすかった。取り組みがすごくわかりやすかった。やってみな

いと、どこに注意すればよいかわかる。意識付をどうすれば良いかわかりや

すかった。 

（３０代 男性 看護師） 

 

午前の部は、実際の経験を聞くことが出来てとてもよかった。午後の部は、

とてもためになる内容だった。是非、院内スタッフにも知ってもらいたいと

思った。機会があれば、また講演を聞きたいと思った。 

（３０代 女性 看護師） 

 

午前の部は、震災後から現在までどのように過ごしてきたかよくわかりま

した。 

また、今後どのようにしていったらよいか大変勉強になりました。 
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午後の部のアクションカードについてはとてもためになりました。 

（４０代 男性） 

 

保育教諭の立場から今日は参加させていただきました。私の法人は、老人

ホームも経営しており、その関係もあり参加しました。保育園でも、訓練は

取り入れているものの、本当に簡潔な物ですが、毎月、避難訓練はしている。

老人ホームでも取り入れても良い物ばかりですごく勉強になり、保育園でも

実施できるものもあるように思われました。 

老人ホーム、病院関係の避難のアクションカードについてでしたが、保育

園でも考慮して改善していかなければならない点もあり、これから実施して

いけたらと考えています。また、法人の老人ホームでも活用できるよう理事

長に話してみたいと思います。 

大人相手だけでなく、子ども相手の対策も、講話で聞けたらもっとこれか

らの対策になるのではと思っています。 

（４０代 女性 保育教諭） 

 

本日はありがとうございました。もしよかったら「クロノロ」についての

研修もお願いします。 

今回の内容をぜひ職場で活用したいです。 

（４０代 男性 会社員） 

 

何か起こった時に冷静になれないし、足がすくんでしまいそうですが、“訓

練”によって克服できると思わせてくれました。震災前からキチンと準備さ

れていたとのこと。素晴らしいです。ただ“津波”が“地震”とセットだと

知らない人がいると知った時は驚いたのを覚えています。海の傍で育ったの

で、昭和３５年に私は津波を見ました。ヒタヒタと寄せる波でしたが恐ろし

かったです。 

訓練のリハーサルは、やっぱり、ぞろぞろとグループで廊下に避難しまし

た。 

一瞬で（全体を）見たり（個別の動きを細かく）観察したりはできません

でした。“訓練”をしていきたいと思います。 

参加して、刺激的！！でした。 

（６０代 女性） 

 

災害時の対応の大変さがわかり、日々の対応がいかに大切かを理解するこ

とができた。自分の施設でも、災害に備えた対応をしたいと思いました。 
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アクションカードを日々の業務の中で準備しておき、災害時にＰＤＣＡを

回し、落ち着いて行動できるようにすることが大事である。 

災害がいつ来るかわからないので、常に訓練しておき、情報を共有してお

く（仕事について）。良い機会となりました。大変ありがとうございました。

（５０代 団体職員） 

 

現在病院で勤務していますが、講師のお話の中にもありましたように、日

頃からの準備がどんなに大切か、痛感です。震災のことも時の経過とともに

忘れられていくので、ぜひ、現場で動くためのアクションカードの作成に取

り掛かりたいと思います。 

アクションカードを使用し、実際に動くのは初めてでしたので慣れません

でしたが、１回目よりは３回目が所要時間が短かった。体験することの大切

さを感じた。職場においてもぜひ作成したいと思います。 

（５０代 女性 看護師） 

 

アクションカードの具体的な作り方に時間を割いてほしかった。 

実践部分（医師）を教えてほしかった。 

（５０代 女性 保育教諭） 

 

ＰＤＣＡサイクルは、災害時だけでなく仕事にも応用できるのかなと思う。

常に災害に備えることを痛感しました。 

（５０代 女性 介護職員） 

 

いつ何が起きるかわからないので、日頃から、アクションカードを使用し

て、訓練できれば、今後の災害に役立つと思いました。ただ、アクションカ

ードは、自分の施設に合った物がつくれるのか。時間を要するものだと思い

ます。他の職員とも話し合いをし、災害についてもっと考える必要があると

思いました。実践編、動きがあったのでなんとなく方法がわかって、いい勉

強になりました。 

（３０代 女性 生活相談員） 

 

災害時の対応、訓練の仕方、初めて聞くこともあり、参考になりました。 

また、普段の仕事への取り組み方も聞き、考え方が変わりました。 

（２０代 男性 介護職員） 

 

被災地での取り組みをわかりやすく講演していただき、参考になりました。
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発災前から災害に備えた準備をしておき、それが非常に役立つことがよくわ

かりました。特に、あるものを活用し、お金をかけず、知識を出し合い工夫

するというのは、必要と感じました。 

講演内容はわかりやすく、とてもためになりました。話し方、話術も素晴

らしかった。 

（４０代 男性 公務員） 

 

実話だったので説得力があり、とてもわかりやすかった。 

訓練が大事であると認識できた。 

（３０代 女性 薬剤師） 

 

いかにコストをかけずに非常時に備えるか、常に真剣に考え、知恵を出し

続けている点がとても素晴らしく、見習うべきことだと思いました。 

アクションカードの設計思想、使い方、洗練方法が良く理解できました。

訓練を積み重ねて平時と同じ冷静な活動を災害時にも取ることの重要性を

痛感しました。 

（３０代 男性 医学生） 

 

記録が大事だということは、介護の職場でも同じであり、しつこいくらい

に言っていること。災害時での記録も同じく大事であることが理解できた。

アクションカードを使用し、実際にやってみて、難しいと思っていたが、何

度もやっていくことで理解することができた。 

（女性 施設職員） 

 

実現可能な役割分担と、日頃からの取り組みの大切さ、「読む」と「動く」

ということ同時には出来ない、難しいことを発見し、パニックの時であれば

なおさらだと思う。リーダーがいてスタッフに指示して動いてもらうと、バ

ラバラではなく落ち着いた行動でチームで取り組めると思う。 

（３０代 女性 施設職員） 

 

「災害とは非日常が日常化する」という言葉が印象的でした。日常ではな

い中で、日常のことをしなければならない。先が見えない中で、自分ででき

ることをみつけること、ただ走るのではなく周りをみること、休息が必要な

ことを知りました。貴重な話を聞くことができ、本当にありがとうございま

した。 

（４０代 女性 介護事務） 
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簡易担架、災害時のポータブルトイレ、職場で準備していきたい。 

アクションカード、作成し、施設での訓練に利用していきたい。 

（４０代 男性 介護職員） 

 

アクションカードの実技は、実施方法の説明をもっと多くしてほしかった。

施設入所者役に対し「いうことを聞かない」「避難中に倒れる」などの仕込

みをした方が良かった？（４０代 公安職） 

 

アクションカードの使い方や必要性を学ぶことが出来ました。 

（３０代 男性 介護職員） 

 

とてもわかりやすく、実践もあり、楽しめたセミナーでした。 

（３０代 女性 介護職員） 

 

災害対策のありかたを改めて考えることができた。 

（２０代 男性 介護職員） 

 

しっかりと備えていれば、なるべく多くの生命を守れる。とにかくすぐに

実行しようと思いました。 

「備えよ、常に！」が頭に入りました。アクションカード、作ります。 

（５０代 女性 看護師） 

 

今回のセミナーを通じて、災害にあった人、スタッフのケアの重要性を強

く感じました。また、日々の生活の中で住民と対話したり、協力できる機会

が少ないと、災害が起きた時に関係を悪くする可能性があるということに改

めて気が付くことが出来ました。 

現在、当医院でもアクションカード作成に取り組んでいます。しかし、な

かなか前進せず、今回のセミナーで学んだことを、一緒に取り組んでいる仲

間に伝え、少しでもスタッフに役立てられるアクションカードを作ることが

出来たらいいなと思うことが出来ました。 

（３０代 男性 病院勤務） 

 

災害に対して私の中で考えている危機管理は、まったく話にならないもの

だった。 

アクションカードを使った実践は、訓練なのにパニックになった。いかに

日々の備えが必要か体感できた。これを施設のみんなで共有して活かしたい
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と思う。 

（３０代 女性 保育教諭） 

 

昨年も参加させていただき、大変参考になるお話を聞くことが出来ました。

今年も、ためになる話が聴けて良かったです。実際に施設でも参考にしてい

ければと思います。 

アクションカードについて詳しく知ることができ、本当に良かったと思い

ます。ぜひ、施設でも活かしていければとおもいます。避難訓練の見直しに

も役立てていきたいです。 

（４０代 女性） 

 

 

４）今後の課題 

 ①日程調整、会場選定に係る課題 

本セミナーは岩手県陸前高田市の介護老人保健施設看護部長と東京の

救命センター医師の２名に講師依頼し実施いたしましたが、いずれも本来

の業務に加え、日本各地を飛び回っての講習等で多忙を極める方々であっ

たため、両名のスケジュールが空いている日を早期に確認し、日程を決定

しました。これは、前年度の事業において非常に困難を強いられた点であ

り、前回の反省点をふまえ今回はスムーズに調整できたと思われます。ま

た、早期に日程を決定できたことから、今回は会場の確保も前年度に比べ

スムーズに行うことができました。 

ただし、問題点がなかったわけではありません。 

１つは、駐車場の確保の問題です。 

今回借用した会場（弘前市総合学習センター）は、１１０台の無料駐車

スペースがありました。無料で駐車可能という点は参加者にとっても非常

に良いことで、このことが会場選定の一要因でもあったのですが、当該会

場は、各貸会場の収容人数合計が駐車可能台数をはるかに上回るものであ

り、さらにセミナー当日は、他の貸会場も埋まっていたため、事前に会場

の管理業者より、駐車場が飽和するおそれがあるため近隣で駐車場所の確

保を独自で行うよう助言されました。 

そこで、近隣の店舗、企業、学校等に駐車場の確保について打診しまし

たが、なかなかご了解いただける企業が無く、店舗・学校も同日に行事が
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あるため借用を断られるなど、苦慮することとなりました。 

そのため、周知段階で、公共交通機関のご利用や、乗り合いでのご来場

を呼び掛ける対応をとることとしました。当日は、会場の職員用駐車場も

特別に使用させていただいたこともあり、駐車場所が満車のため参加者に

ご迷惑をかける事態には至りませんでした。もっとも、駐車スペースに限

りがある旨を周知したことにより参加を見送ったケースも想定され、駐車

場の確保も視野に入れた会場選定が重要であることを痛感しました。 

また、日程調整の面でも、課題点が見受けられました。 

講師の日程調整は円滑に行われましたが、このセミナーが実施された９

月２６日は、市内において様々な催事、セミナーが開催されており、この

ことが参加率に大きく影響を及ぼしていたと考えられます。 

特に大きな影響が考えられたのは、同日、弘前市内にて、弘前市防災安

全課の主催による火山災害に関する講演会と、全国幼稚園・保育園幼児音

体フェスティバルが実施されていたことで、セミナーの周知・呼びかけの

際に、参加したいが他の研修・行事と重なっている、という声が複数寄せ

られておりました。研修の計画立案においては、講師のスケジュール確認

のみならず、地域の他研修・イベント等とのバッティングにも配慮する必

要があると感じました。 

 

 ②周知・参加の呼びかけについて 

計１１４名の参加者数は、目標人数に対して７割強と若干ふるわない結

果でありましたが、これは前述する他研修・イベントとのバッティングの

影響も多分に考えられ、周知活動については一定の効果があったと考えま

す。特に、今回はパソコン・スマートホンから参加申し込みができるよう

ネット上の環境を整えたところ、２０名弱の方からネット申し込みをいた

だきました。ファクス環境がない学生の方や、電話申し込みをする時間の

余裕がない方などが、ネットを介して参加申し込みをしていただけたこと

は、非常に良い取り組みであったと考えます。 

アンケート回答者中の参加者内訳を見ますと、福祉・医療関係者が半数

を超える約５５％となっており、一般の方が約３５％となっています。前

年度は行政職員や社会福祉協議会職員の参加がアンケート上１人もおら

ず、残念な思いがありましたが、今回は、多くないにせよ公務員の参加も
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ありました。また、弘前市が防災に関する高い意識と知識を持ち、地域防

災の推進者として育成されている「防災マイスター」の方にも参加いただ

き、福祉関係者に限らず、地域の様々な立場の方が一堂に会し、災害対策

についてともに学べたことは非常に意義のあることと感じます。 

 

 ③研修内容について 

２名の講師の方々に講演いただいた内容はどれも大変ためになるもの

であり、アンケートでも高い評価をいただいた回答が複数ありました。 

午前の部、入澤氏の研修については、『ビニール袋と紙おむつでつくる

仮設トイレ』や『毛布と竿で作る簡易担架』について実物を見ることがで

きたことが好評でした。ただ、参加者数が約６０名いたことから、簡易担

架を作ってみる、乗ってみる、持ち上げてみる、という行為を参加者全員

が体験するには時間が足りなかった点が、改善点として考えられました。 

午後の部、中島氏の研修は、アクションカードがなんであるかという説

明もさることながら、そもそも、効果的な訓練とはなにか、訓練はなんの

ために、どのようにすべきかという根本的な部分を考えることの重要性を

再確認させられる内容でした。 

参加者のほぼ全員が、アクションカードを見るのも聞くのも初めて、と

いう状況で行なわれたミニ訓練は、最初は混乱が大きく、アクションカー

ドに従って行動するということがうまくいきませんでしたが、研修を通し

て３回ミニ訓練が繰り返されるうちに、参加者がどのように動けばいいか

少しずつ理解し、所要時間が短縮されていきました。 

まさに、このことが研修の中で重要であり、アクションカードを用意す

れば災害対策が完成するのではなく、訓練の積み重ねがあってはじめて役

立つものになるのだということを、参加者はまさに体験を通して学べたと

思います。 

もっとも、午後の部も約６０名の参加者がいたため、ミニ訓練の部分で

は、全員がいろんな役割を体験するだけの時間がなかったことが改善点と

してあげられます。 

以上から、今回の研修内容について、午前・午後両方ともに改善点とし

て言えることは、実践的な研修・訓練にあたっては、最適な参加人数の設

定が重要であるということです。 
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今回の研修は大変貴重な機会であり、一人でも多くの方に参加いただき

たいとの思いから、８０名という定員設定をいたしましたが、講義形式よ

りも演習形式の性格が強かった点を踏まえますと、参加人数は３０～４０

名程度に抑えた方が、研修効果が高かったかもしれません。 

その点を踏まえますと、参加者数が当初の定員である８０名に達してい

た場合、研修の効果や満足度は下がっていたとも考えられ、各回６０名程

度の参加者数に落ち着いたことは、結果的には良かったのではないかと考

えます。 

 

 

５）その他 

セミナー当日は陸奥新報による取材を受け、１０月２日（金）付朝刊に掲

載されました。 
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東日本大震災前・後に実施している防災対策 
 

医療法人勝久会 高田施設 

        看護部長 入 澤 美紀子 
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アクションカードによる減災対策 
 
国際緊急援助隊 救助チーム医療班 

医師  中 島   康 

  



- 45 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 46 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 47 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 48 - 

 

 

 

 



 

 

お わ り に 

 
今回のセミナーを通じ、地域の様々な事業所、団体に属する方が、身近

にある物を工夫した災害対策や、常時備えておくべき物品についての知識

や、アクションカードを使った災害対策や効果的な訓練手法について知る

ことが出来ました。 

入澤氏は、東日本大震災発災前より大規模な地震・津波の到来を想定し

た訓練・対策を講じていたことが、大震災時の初期対応で役立ったと話さ

れていました。 

中島氏は、自身がボーイスカウト出身者であったこともあり、今回の研

修においても、ボーイスカウトの標語である『備えよ、常に』を研修のサ

ブタイトルに用い、紹介されていました。 

まさに、災害対策は日頃からの準備と訓練の積み重ねが重要であること

を、講師のお二人は私たちに示して下さいました。 

今回、セミナーに参加いただいた皆様には、それぞれの属する事業所、

団体にて、ぜひ学ばれた知識や『備えよ、常に』の心構えを広め、内部研

修や防災訓練の見直し、アクションカードの導入等々に努めていただきた

いと思います。地域のいたるところで様々な『備え』が積み重ねられてい

くことを願います。 

実践的な防災・減災対策のための研修実施事業 活動報告書 
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